
頁 訂正箇所 誤 正 備考

7 上から9行目 地表における直達日射と天空放射は， 地表における直達日射と天空日射は， ●

60 上から11,13行目 エンタルピー 比エンタルピー ●

上から9行目 騒音レベル(Ｎｏｉｓｅ　ｌｅｖｅｌ) 騒音レベル(Ｓｏｕｎｄ　ｌｅｖｅｌ） ●

上から14～15行目

 ＪＩＳには，普通騒音計（ＪＩＳ　Ｃ　１５０２）と精密騒
音計（ＪＩＳ　Ｃ　１５０５）があり，普通騒音計を
図6.2-1に示す。騒音計の内部には、聴覚に近似
した特性をもたせるための周波数補正回路があ
り，

騒音計の性能は、ＪＩＳ　Ｃ　１５０９－１に規定され、ク
ラス２は従来の普通騒音計に，クラス１は従来の
精密騒音計に相当し，普通騒音計を図6.2-1に示
す。騒音計の内部には，聴覚に近似した特性をも
たせるための周波数重み付け特性があり，

●

下から4～3行目
…周波数補正回路の周波数レスポンスを図6.2-2
に示す。

…周波数重み付け特性を図6.2-2に示す。
●

図6.2-2のタイトル 周波数基準レスポンス 周波数重み付け特性 ●

下から2～1行目

Ａ特性を用いた測定値ｄＢ（Ａ）が騒音レベルであ
り、軽量法ではホンとも呼んでいる。Ｃ特性を用
いた測定値ｄＢ（Ｃ）は平坦特性を用いた音圧レベル
の近似値とみなしてよい。

Ａ特性を用いた測定値ｄＢ（Ａ）が騒音レベルであ
る。Ｃ特性を用いた測定値ｄＢ（Ｃ）は周波数重み付
けをしない音圧レベルの近似値とみなしてよい。

●

115 上から17行目 …銅と鋼または銅とステンレスなど… …銅と鋼または鋼とステンレスなど… ●

142 下から13～12行目 ※

160 下から7～9行目

…および告示として建築物に係るエネルギーの使
用の合理化に関する建築主の判断の基準が定めら
れている。すべての建築主は建築物に係る…ま
た，建築主および特定建築物（延床面積2,000㎡以
上）の所有者は…

…および告示として建築物に係るエネルギーの使
用の合理化に関する建築主の判断の基準が定めら
れている。（住宅については別の判断基準が定め
られている。）すべての建築主は建築物に係る…
また，建築主および特定建築物（延床面積300㎡以
上）の所有者は…

165
上から6行目の後に
追加

延べ面積5,000㎡以下の建築物の建築主の判断基準
として，性能基準と仕様基準とを選択できる。

延べ面積5,000㎡以下の建築物の建築主の判断基準
として，性能基準と仕様基準とを選択できる。
（平成21年4月から仕様基準に簡易なポイント法が
追加され，2,000㎡未満の建築物で選択できること
となった。）

319 上から16行目 …における排水管の位置… …における配水管の位置… ※

324 下から7～5行目

…ＳＨＡＳＥ-Ｓ２１１では負圧破壊性能の２倍（最大
値150mm）以上と規定している。負圧破壊性能と
は，ＳＨＡＳＥ-Ｓ２１１に記述されている…

…ＳＨＡＳＥ-Ｓ２１１，２１５では負圧破壊性能の２倍
（配管接続形では150mm）以上と規定している。
負圧破壊性能とは，ＳＨＡＳＥ-Ｓ２１１，２１５に記述さ
れている…

※

上から1行目 ある。図3.2-4にその概要を示す。 ある。 ●

上から13～14行目 …図3.2-5にその概要を示す。 …図3.2-4にその概要を示す。 ●

372 上から11行目 …各個通気を取った方がよい。… …通気を取った方がよい。… ※

374 上から12行目 …大気に開放しなければならない。 …大気に開放する。 ※

394 下から3行目～5行目

…スプリンクラー設備にあっては，スプリンク
ラーヘッドの開放による流水検知装置もしくは起
動用水圧開閉装置の作動または補助散水栓の開閉
弁の開放と連動して加圧送水装置を…

…スプリンクラー設備にあつては、自動火災報知
設備の感知器の作動又は流水検知装置若しくは起
動用水圧開閉装置の作動と連動して加圧送水装置
を…

下から9～7行目

1)  散水ヘッドには，スプリンクラーヘッドの場
  合と同様に開放型のものと閉鎖型のものとがあ
  るが,１の散水ヘッドまでの水平距離が，開放
  型のものにあっては，天井または天井裏の各部
  分から3.7 m以下となるように，閉鎖型のもの
  にあっては，…

1)  散水ヘッドには，開放型散水ヘッド，閉鎖型
　散水ヘッドおよび閉鎖型スプリンクラーヘッド
　がある。１の散水ヘッドまでの水平距離が，開
　放型散 水ヘッドおよび閉鎖型散水ヘッドにあっ
　ては，天井または天井裏の各部分から3.7 m以
　下となるように，閉鎖型スプリンクラーヘッド
　にあっては，…

※

下から5行目 …散水ヘッドから送水するが… …散水ヘッドから放水するが… ※

下から4～3行目
…開放型のものにあっては10以下，閉鎖型のもの
にあっては20以下となるように設ける｡

…開放型散水ヘッドおよび閉鎖型散水ヘッドにあ
っては10以下，閉鎖型スプリンクラーヘッドにあ
っては20以下となるように設ける｡

※

下から2行目 3)  散水ヘッドから放水される… 3)  開放型散水ヘッドから放水される… ※

図7.4-3のタイトル 図7.4-3　外壁式（ＢＦ-Ｗ式）の設置例 図7.4-3　外壁式（ＢＦ-Ｗ式，ＢＦ-ＤＰ式）の設置例 ※

上から19行目
1)  自然給排気式：外壁式（ＢＦ－Ｗ式）(図7.4-3)
　　は…

1)  自然給排気式：外壁式（ＢＦ-Ｗ式，ＢＦ-ＤＰ
　式）(図7.4-3）は… ※

426 下から14行目
1)  排気筒は，ドレンなど構造とする。 1)  排気筒は，ドレンなどがたまりにくい構造と

　する。 ※
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425

329

　　　　　　　　　　「また、③－⑤の……装置露点温度をいう。」を削除

正　誤　表

　　　（備考欄）

　　　※　第２刷以降では訂正されております。
　　　●　第３刷以降では訂正されております。
あああ無印については，全ての図書が対象となります。

ご購入いただきました図書に下記の誤りがありました。お詫びすると共に、お手数ですがご訂正下さいますようお願い申上げます。

399

平成22年６月15日



頁 訂正箇所 誤 正 備考

上から８行目 …上記①，②によらなくてもよい。 …上記ａ），ｂ）によらなくてもよい。 ●

上から９行目 ｄ）　上記①において… ｄ）　上記ａ）において… ●

上から11行目 ｅ）　上記②において… ｅ）　上記ｂ）において… ●

上から14行目 けた部分は，上記①，②，④，⑤に… けた部分は，上記ａ），ｂ），ｄ），ｅ）に… ●

453
表8.3-1の「類似用途
別番号」の「11」欄の
「建築用途」のニ

Ｐ＞１００，０００の場合 Ｐ＜１００，０００の場合 ●

頁 訂正箇所 誤 正 備考

2

表1.1-1の「鋳鉄製
ボイラー」の「蒸
気圧力または温水
温度」欄

温水　　　120℃以下 温水　　　120℃以下　0.5ＭＰａ以下 ※

91
～

94
93 下から4行目 …耐熱性硬質塩化ビニル管… …耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管… ●

94 下から14～13行目 …呼び径は6～300Ｓｕまである。… …呼び径は8～300Ｓｕまである。… ●

95 下から10行目 ポリエチレンを厚さ2.5mm以上… ポリエチレンを厚さ2.6mm以上… ●

上から10～11行目
…また，形状はＡ，Ｂ，ＣおよびＮＣ形に分かれ
Ｂ，ＣおよびＮＣ形は受口がある。

…また，形状はＡ，Ｂ，Ｃ，ＮＢおよびＮＣ形に
分かれＢ，Ｃ，ＮＢおよびＮＣ形は受口がある。

●

上から13行目

外圧強さによって１種管と２種管に分けられ，
２種管の方が外圧強さは大きい。

外圧強さによって１種管、２種管と３種管に分け
られ，３種管は呼び径１，５００以上に規定されてい
る。呼び径１，３５０以下の１種管と２種管では，２
種管の方が外圧強さは大きい。

●

下から17行目 排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管 排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

下から5行目 …管厚は ＪＩＳ Ｋ 6741のＶＰと同じである。 …管厚は ＪＩＳ Ｋ 6741のＶＵと同じである。 ※

下から2行目 …（ＰＦ－ＶＰ））規格品に… …（ＲＦ－ＶＰ））規格品に… ※

常温における使用圧力 設計圧力

1.0MPa　　0.8MPa　　0.6MPa 0～1.0MPa　　0～0.8MPa　　0～0.6MPa

表3.4-5の「管の種
類」VPの欄に追加

VP VP、HIVP

100
表3.4-7の「名称」
欄の３段目

ねずみ鋳鉄弁（５Ｋフランジ形ねじ仕切弁） ねずみ鋳鉄弁（５Ｋフランジ形外ねじ仕切弁） ※

112

表3.5-3のグラス
ウール・保温板48
Ｋの「熱間収縮温
度」欄

400以上 350以上 ※

113
下から9行目の後に
追加

※

表3.5-6を差替え ※

下から１行目～115
頁の上から１行目
を削除

※

上から８行目 保温筒は，上記の材料を… 保温筒１種は，上記の材料を… ※

下から17行目
フェノールフォーム保温板１種は，レゾール樹
脂…

フェノールフォーム保温板１種，２種，３種１号
は，

※

下から15～14行目を
削除

※

下から8行目 7)  配管・機器・貯槽の… 7)  配管・機器・容器の… ※

下から7行目 静止流体の温度降下および凍結時間から求める。 配管・機器・容器の温度変化の計算から求める。 ※

142 上から9～10行目
…ＪＩＳ　Ｃ　８３７０「配線用遮断器」の… …ＪＩＳ　Ｃ　８２０１-２-１「低圧開閉装置及び制

御装置」の…
●

151
表3.2-3の「主な用
途」の最下段

８４０℃、３０分異常なく通電できる性能を有してい
るので…

３０分間で８４０℃に達する火災温度曲線で加熱され
ても耐える性能を有しているので…

●

183 下から14行目
鋼材の弾性係数はＥ≒2．1×10５[Ｎ/ｃｍ２]，コン

クリートの弾性係数はＥ≒2．1×10４[Ｎ/ｃｍ２]

鋼材の弾性係数はＥ≒2．1×10５[Ｎ/ｍｍ２]，コン

クリートの弾性係数はＥ≒2．1×10４[Ｎ/ｍｍ２]
※

197 上から11行目 …変更する場合で甲乙協議して工事目的物の …変更する場合で工事目的物の ●

256 図2.4-10中 ●

335 上から７～８行目 …配管用炭素鋼管… …配管用炭素鋼鋼管…

上から6～8行目

…はぜ折り幅は，4．8 mmを標準とし，はぜピッチ
は口径100 mm以下では100 mm以下，径100～1,000
 mmでは150 mm以下とする。

…円形スパイラルダクトのはぜ折り幅は，4．8 mm
以上とし，はぜピッチは口径100 mm以下では125
mm以下，径100を超え1,250 mm以下では150mm以下
とする。

※

図5.5-17のタイトル 図5.5-17  丸ダクトの継目構造 図5.5-17  円形ダクトの継目構造 ※
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　　　　　　　　　　　「保温板２種は，…または面材付き板状の保温材である。」を削除

別途添付

　　　　　　　　　　　「保温材の機械的性質は……種類を区別していない。」を削除

427

　　　　　　　　　作業日数でＢの５を３に、Ｆの５を４に、Ｊの５を７に訂正する。

117

382

97 表3.4-5の｢常温にお
ける使用圧力｣タイ
トルと数値を差替え

91頁～94頁までの「配管用炭素鋼管」はJISの改正により全て「配管用炭素鋼鋼管」と読み替えるもの
とする。

114

115

　　　　　　　　　　　　種類は、発泡剤の種類によってＡ種およびＢ種に大別される。
　　　　　　　　　　　　　Ａ種：発泡剤として炭化水素，二酸化炭素（ＣＯ２）などを用い，



頁 訂正箇所 誤 正 備考

14 上から３行目 〈法第 5 条第二号〉 〈法第 7 条第二号〉 ●

44 上から15行目 イ　その主要構造物が… イ　その主要構造部が… ●

45 上から６行目 …積載荷重，積雪，風圧，… …積載荷重，積雪荷重，風圧，…

115 下から２行目 …工事を開始する12日前までに… …工事を開始する21日前までに… ※

142
年少則第7条の
「年齢及び性」欄

満16才以上
満16才未満

満16才以上
満18才未満

※

341 上から13行目 ア　炭酸ナトリウムを主成分とする。… ア　炭酸水素ナトリウムを主成分とする。… ●

下から10～８行目

④  散水ヘッドには，スプリンクラーヘッドの場
　合と同様に開放形のものと閉鎖形のものとがあ
　るが，一の散水ヘッドまでの水平距離が，開放
　形のものにあっては，天井または天井裏の各部
　分から3.7mmm以下となるように，閉鎖形のもの
  にあっては，…

④  散水ヘッドには，開放型散水ヘッド，閉鎖型
　散水ヘッドおよび閉鎖型スプリンクラーヘッド
　がある。一の散水ヘッドまでの水平距離が，開
　放型散水ヘッドおよび閉鎖型散水ヘッドにあっ
　ては，天井または天井裏の各部分から3.7 m以
　下となるように，閉鎖型スプリンクラーヘッド
　にあっては，…

※

下から５～４行目
…散水ヘッドの数は，開放形のものにあっては10
以下，閉鎖形のものにあっては20以下…

…散水ヘッドの数は，開放型散水ヘッドおよび閉
鎖型散水ヘッドにあっては10以下，閉鎖型スプリ
ンクラーヘッドにあっては20以下…

※

下から２行目 ⑥  散水ヘッドから放水される… ⑥  開放型散水ヘッドから放水される… ※
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密度 使用温度 熱伝導率

ホルムアルデヒド
放散による区分 [ｋｇ/ｍ３] [℃]

[Ｗ/(ｍ・Ｋ)]
(平均温度23℃)

27 以上 80 以下 0.034 以下 185 以下
30 以上 80 以下 0.036 以下 145 以下
25 以上 80 以下 0.037 以下 205 以下
20 以上 80 以下 0.040 以下 250 以下
15 以上 80 以下 0.043 以下 290 以下
35 以上 70 以下 0.036 以下
30 以上 70 以下 0.036 以下
25 以上 70 以下 0.037 以下
25 以上 70 以下 0.037 以下

80 以下 205 以下
80 以下
80 以下
80 以下
80 以下
80 以下

20 以上 70 以下 0.040 以下
25 以上 70 以下 0.034 以下
25 以上 70 以下 0.028 以下
35 以上 100 以下 0.029 以下 185 以下

１号 35 以上 100 以下 0.023 以下
２号 25 以上 100 以下 0.024 以下
３号 35 以上 100 以下 0.027 以下
４号 25 以上 100 以下 0.028 以下

100 以下 0.029 以下 185 以下
100 以下 0.026 以下 40 以下

１号 35 以上 100 以下 0.024 以下 185 以下
２号 25 以上 100 以下 0.025 以下 225 以下
１号 35 以上 100 以下 0.023 以下
２号 25 以上 100 以下 0.024 以下
１号 35 以上 100 以下 0.024 以下 185 以下
２号 25 以上 100 以下 0.025 以下 225 以下

35 以上 100 以下 0.024 以下 40 以下
１号 70 以下 30 以下
２号 70 以下 55 以下

20 以上 70 以下 0.038 以下 30 以下
10 以上 70 以下 0.034 以下 150 以下
10 以上 70 以下
20 以上 120 以下

(第２刷以降では訂正されていますので差し替えの必要はありません。）

内　　容

0.043 以下

技術編Ⅱの114ページの表３．５－６を以下の表と差し替えてください。

区　分

放散速度が5μg/(㎡・h)以下
ホルムアルデヒド放散試験は、JIS A
1901に規定する方法による。

Ｆ☆☆☆☆

適用試験箇条

ホルムアルデヒド放散に関する試験
を適用しない。

記　号

原料にホルムアルデヒドを使用していないビー
ズ法ポリスチレンフォーム保温材、押出法ポリ
スチレンフォーム保温材、硬質ウレタンフォー
ム保温材、ポリエチレンフォーム保温材

Ｆ☆☆☆☆等級

10 以上

Ｆ☆☆☆☆等級

20 以下
２種

0.042 以下

２種
３種

保温筒
１種

Ａ種
ポリエチレン
フォーム保温
材

保温板
１種

Ｆ☆☆☆☆等級
２種 40 以下

保温筒
１種

２種

Ｂ種
硬質ウレタン
フォーム保温
材

保温板
１種

35 以上
２種

Ａ種
硬質ウレタン
フォーム保温
材

保温板
２種

￣２種
３種

40 以下

Ｆ☆☆☆☆等級

20 以上 0.040 以下
１種ｂ

１種

Ｆ☆☆☆☆等級

保温筒
１種

145 以下
(スキンなし)

55 以下
(スキンあり)

２種ａ
25 以上 0.034 以下

２種ｂ
３種ａ

25 以上 0.028 以下
３種ｂ

保温筒
１種

Ａ種
押出法ポリス
チレン保温材

保温板

１種ａ

―
２号
３号

 継手カバー

３号
４号

保温筒
１号

表３．５－６　保温・保冷材の種類および主な特性（JIS A 9511 抜粋）

種　　　　類
透湿係数

(厚さ25mm当たり)
ng/(㎡・s・Ｐa)

Ａ種

ビーズ法ポリ
スチレン
フォーム保温
材

保温板

特号

Ｆ☆☆☆☆等級

１号
２号




